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提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について
確保のために実施した内容・工夫点

■全戸配布の市の広報と会報紙で広報
・提供会員確保のために、花巻市全員の家庭に配られる市の広報で周知を行う。
・ファミサポ会員向けの会報紙の中でも、会員募集を必ず掲載。
■一人ひとりへの丁寧な声かけと丁寧な説明、対面でのコミュニケーションを大事に
・アドバイザーやサブリーダーが、「この方はもしかしたら会員になってくれるかもしれない」と思えば、一人ひとりに声かけ
・子どもが小学校を卒業する依頼会員などに、提供会員への移行を電話や手紙で一人ひとりにお願い
・提供会員になる方のご自宅は、必ず訪問
来所が難しい場合には、アドバイザーが直接自宅に申込書を届けたり、登録の説明を行っている。
・両方会員の登録希望はあるが、まだ自分の子供が小さくて不安があると感じる方には、援助ができるようになってから協
力していただければ大丈夫との説明、会員登録への協力をお願いした。
・提供会員への登録を希望される方には、本事業のねらいやあり方について、丁寧に説明。
■同じ習い事に通っている友達同士の会員であれば、両方会員として登録を変更していただき、お互いが協力し合うこ
とを提案

平成13年設立。花巻市のこども課で運営している「こどもセンター」の中にあり、保護者とお子さんが遊びにくる場所
でもある。人柄が温かく、楽しんで援助活動をしてくださる提供会員が多く、ファミサポの支えになっている。

アドバイザーと会員間の信頼関係は丁寧なコミュニケーションにより生まれる

1. はなまきファミリー・サポート・センター
（直営:花巻市）

確保を実現できたポイント

■草の根的な、一対一のコミュニケーションが、もっとも登録に結び付いている
まだ援助会員になっていない方に、「こういう送迎の依頼があるのだが」という具体的な活動のイメージを提示して、援助
会員になってもらうなど、個人的な声掛けを大事にしている。

今後の展望

■登録していただいた方に援助の依頼を結びつけることが重要
提供会員に登録していただいたが、援助がないまま時間がたってしまうと会員のモチベーションが下がってしまうと感じてい
る。できればすぐに援助活動に結び付けられるよう調整していく必要がある。

■公共の場所での預かりを体験
閉鎖的なところでの預かりが不安だという依頼会員や援助会員もいる。コロナの影響でまだ実現していないが、市のこど
もセンター内など、公の施設を利用して預かりを行っていただくなどの工夫を検討している。

■一番は会員とのコミュニケーション
お互いの信頼関係を築くことによって、スムーズな援助活動の調整ができる。会員とアドバイザー間の信頼関係があること
によって、問題解決につながることもある。報告書を受け取る時等も日常的な会話をしながら、コミュニケーションをとるよう
心がけている。

提供会員との関係で重要視していること
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◆ হ峢のৌૢ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

事 1��がいుの子てでり感がある家庭の事。ケース検討会৮を行っており、峇のケース検討会৮の対に
なっていた。

・সබ問題はૣක課、がいに関してはുセンターのেが૿ਊするなど、رな૿ਊ౧が力を合峹峅てケース
検討会৮をਤめてきた。

・ケース検討会৮がીവしたも、的にファミサポ利用の૾யをੲ報共થするなど、アフターフ崑ローができている。

・このようなケースの場合は、依頼会員から依頼がなくとも、「ਈっていることはないか」など、ニーズのりକこしも行う
ようにしている。また、提供会員の話から、依頼会員のり感をおୂきすることにつながることもある。峇の、提供会員と
依頼会員の間をとりもつように、アドバイザーが間にোっている。

గ手花巻市

হ峢のき়い্

アドバイザーが一人で್え込まず、会員と丁寧にコミュニケーションをとるٷ

アドバイザーが一人で್え込まずやっていくことが大જ。難事をਬき受ける੦はないが、アドバイザーも提供会員
も、્શなৱતをっている峹けではないので、常に、ਃ関と৴することや、提供会員の્ਙをཔし、会員とコ
ミュニケーションをるとともに、難なケースに対ૢできるか、丁寧に検討している。

難な事だから、援助を行峹ない、という੦をつのではなく、ఘや保センターなどਃ関に、まずはৼする
ことを大જにしている。

力をしても援助がうまくつな岼ないケースもあるが、大જなことは、丁寧にコミュニケーションをとることだとઅえている。

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 習い事等の場合の援助
�ਜ਼ 学ญ保の迎えびష宅の預かり
�ਜ਼ 保ୱ・ညୱの迎えびష宅の預かり

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ ��3人 う峋提供会員ਯ岜 �1�人

ણ੯ਯ

గ手花巻市

���1��人

平成13年২

直営:花巻市

1��3�੯ 出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
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提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について

確保のために実施した内容・工夫点

■保育園を２園運営する社会福祉法人が受託、保育園のつながりから周知
・委託を受けた段階では会員が十数名ほどであったが、まず同法人の保育士が提供会員に登録。
・市内の認可保育園15園ほどにファミサポ事業の説明をし、保育園の関係からも周知してもらった。
・一生懸命に声掛けしたところ、園⾧退職者やその配偶者などの登録があり1～2年目に提供会員が増えた。
・その後は民生委員協議会や人とのつながりにより、年数名の提供会員登録がある。

■市の広報・市子育て情報に掲載

・年1回市の広報で活動紹介、月1回大田市子育て情報に掲載し、保育園、図書館、小児科などに配布

大田市内最大の保育園の運営母体がファミサポを受託している。提供会員の多くが保育の有資格者である。豊
富な保育経験と保育園とのつながりの中で保育園の施設の一部を利用するなどして地域の子育てをサポートして
いる。

保育園のネットワークと環境を最大限に活用できる強みのあるセンター

2. おおだファミリーサポートセンター

(委託:社会福祉法人大田保育センター)

確保を実現できたポイント

今後の展望

提供会員との関係で重要視していること

■保育園を運営する社会福祉法人が委託を受けており、センターの事務所が保育園内にあるという環境や保育関係
者のネットワークが活かされている。

■小さいまちであるため、人のつながりも強い
・園⾧を退職した先生などが次々と登録
「老後は地域に少しは役立つことをしたい」と民生委員をしたりということがあり、そういう方々が次々と登録してくれた。

・「自分でもよかったら」と男性が提供会員に登録
実際に支援の際に、「冬雪が降るとこの地域に行くのは大変」というような愚痴をこぼしたら、「自分でもよかったら、
雪道の運転は慣れているけど、不審者に思われるかな」などと言われたので、「男性も大歓迎だ」と話したところ、提
供会員になってくださった。

最初のファミサポ立ち上げの時点で保育園に周知しているため、そこから困っている保護者を見たら、そこの園⾧が「ファ
ミサポを利用したらどうだ」と声掛けするケースもたくさんある。

■保育園の一角に入るセンターの事務所内に、かつて一時預かりとして使用していた部屋があり、提供会員の活動を
行うために利用している。大田市の中心部に位置し、利用会員もアクセスしやすい。同場所で活動を行う際にはアドバ
イザーが関わる機会を設け、提供会員に安心してもらえるようにしている。

■新規の利用の際にはアドバイザーが送迎や預かりを経験し、提供会員が援助活動を行う際のアドバイスにつなげる



◆ 困難事例への対応

対応事例・配慮した点

センターデータ

事例１ 子どもの預かりについて、市では当初小学生までを対象としていたが、支援の必要なお子さんを持つ保護者か
ら中学生になっても利用したいという要望があった際、すぐに担当課と相談を行い、全ての児童が中学卒業まで利用でき
るようにした事例

大田市では生後6か月から小学校6年生卒業までが該当児なのだが、5年生から利用してきたお子さんが6年生に
なったときに、なにかあったときの不安をおかあさんが漏らされた。母一人子一人の家庭でもあり、アドバイザーが大田市の
担当課に相談した。担当課がすぐに動いて県内の状況を調べ、中学3年までを該当児としている市郡もあることがわかっ
たので、大田市では今年度すぐに該当を全ての児童に対して中学卒業までとした。

配慮した点: 配慮の必要な子どもの預かりには、障害者施設に勤める提供会員の方をできるだけマッチングしたり配慮し
ている。困難を抱える家庭ほど家庭に立ち入ってほしくないと思われているため、あまり踏み込まない付き合いが良いと考
えている。

事例２ 情報が十分にないまま、保健センターにつながるケースがある。市の保健師から急に3歳児の預かりを依頼され
た。夕方保育園から預かり場所で2時間程度ということだったが、保育園に、お迎えの予定ではないおかあさんが来られた。

子どもさんはもう一人の提供会員にお願いして、おかあさんに話を聞いたところ、「遠くに行くから最後に顔を見に来た」と
涙を流しながら言う。「でもおかあさんの顔を見たら、子どもはおかあさんが迎えに来たと思うから」と説得し、窓越しに子ど
もさんの元気に遊ぶ顔を見てもらって帰した。その後でおばあさんが迎えに来られて、その家庭が配慮が必要な家庭であ
るということを聞いた。提供会員が気がつかなければあやうく本来のお迎えではない人に渡してしまうところであった。

配慮した点: 保健師の紹介できたケースなのだから、配慮が必要な部分があると事前に少しでも情報共有をしてくれて
いれば、もっと心構えをもって対応できたのだがということを申し入れた。保健師は困っている家庭の場合、なんとか預かっ
てほしいと頼んでくる。しかし情報が共有されないことは活動に不都合な場合もあるように思う。

島根県大田市

ファミサポ事業のあり方

■委託であっても、行政が手放しでお願いするというのではなく連携を取ることが必要であり、公的機関とのつながりが、
提供会員が安心して活動できることにつながると考える。
■安易なネット検索で安価な一時預かりとして利用されようとする利用会員もいるため、本当に必要な人に届いている
かということが気になる。提供会員のボランティア精神がつながる援助活動を行っていくということがポイントだと思う。

所在地

自治体人口　

設立年

運営方法

会員数 142人 うち提供会員数　 69人

活動件数

39,235人

平成20年度

委託:社会福祉法人大田保育センター

202件

島根県県大田市

出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）

活動件数トップ３
1位 学校下校時から自宅までの送迎
2位 自宅から保育施設までの送迎
3位 学校、幼稚園、保育所の休みの時の預かり・送迎など



提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について
確保のために実施した内容・工夫点

■੨内のあら峰る場所にチ嵑シを配付
・ 嵃ーム嵂ージや広報、峇れからୠのቦれる場所、スー崹ー、学校、コン崻ニ、公共施設、੨内にある୰、保
所、ညୱ、ుญை、公ୱの掲示ഝ等、とにかくありとあら峰るところにቦら峅ていただいた

■小さい自体のਘ峩をেかして、崵崫崰嵗ー崗をฌઞ
・ 保士થৱત者や子どもの預かり৽験のある方等にまずお話をୂいた。
「いい人いま峅んかءってるんです。ၴかງஂしてください」と、いろいろなところに行ってお願いをしてった。

・ 嵄嵑ン崮崋ア੮体の会৮やড়ে員の会৮等にਸ
「こういう事業だが、০こういった案੯の人がଌらない」ということで、お願いをしてった。

個શに対ૢしたケースにખૢがあり、人峏てにງஂされて来てくださる方の方が、実に動いてくれるようなで対ૢして
いただいている。事業自体を知ってもらうਃ会としては、紙のチ嵑シథや+3はથな手で必要だとઅえている。

ఓ੨は、ྏ໕໒ణを望峪嵞ఓવにਜ਼઼し、଼のとしてৈいڶۇڿఓ崰嵔ーニン崘・センター
などがある、自ேとഄఴが௹かな੨である。子てにらず、峇れ峈れの方の੭ਔ分を活かして活動してもらえる
ように工夫している。ファミサポ、保ప、子てෆฐ、ుญૣක、ྦୄの౧が同じ౧にあり、子どもに関して
のৼ場所が1か所に集৺されているため行直営ならではのス崼ード感のある৴ができるのがਘ峩。

ୠのরでرなણを岿れている্رの岝峇のつな岶りのরにファミサポ峬ோ

ఓ੨ファミリー・サポート・センター؝�
�直営:ఓ੨೨ੜਤ課�

確保を実現できたポイント

今後の展望

提供会員との関係で重要視していること

■提供会員の不安をୂき取り、ೄする工夫
・ 具体的なニーズのでおえ

一ಹの方は、子どもを預かるにあたってどうしても不安が大きいので安心して活動してもらうために「方の送迎
のல事」とか、「保所がી峹ったの、おಟさんがషるまでの時間をおう峋でৄていて峥しい」、など具体的に
依頼内ઍをえている

・ 実にの方がやってもらっているのをৄていただく
・ 支援センターの方に来ていただいてお子さんた峋とඡれ合う時間を多くる

■০活動している提供会員の方た峋に、Ⴈしないでশくਢけてもらえるように、よく௴をして手に調整をしていきた
いとઅえている。
■「楽しく、やりがいのある活動」ということを০も35をਘ৲していきたい。
■ୠの多な人౫を、子てにらず、বઐやഭ峩ୂか峅等、自分のਘ峩をมできる、峇れ峈れのਘ峩を
েかしていただけるような活動だということでਘく35をして、うまく人౫をেかしていけるような場でありたいと思っている。

コロナまでは、子て支援センターの੫を手ってもらいながら提供会員に集まってもらいઐのਃ会をっていた。
えば、ಒມりの等を通しながらઐをしてもらって、なおかつ利用してもらうようなおಟさんた峋（依頼会員）にも接
していただいて、利用のための35にさ峅ていただいている。
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◆ হ峢のৌૢ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

事 1��がいのあるお子さん（多動）の事

とても動きがౕしいお子さんだったので、どういったଙિをとったらこのお子さんに対ૢができるか、峩んなでৼをした。ಏ
෫心৶士のেにৼして、がいのあるお子さんに関して૿ਊができ峇うな人で集まってਘ会を৫いた。峇して、で
きる೧で૮৶なくやりまし峱うということになり、しずつ子て支援センター内で安全を確保しながらఒを重ねなが
ら対ૢした。

配ൟしたਡ
• 嵆崫チン崘にあたっては、達૩のお子さんた峋のಟの会の中で活動できる方に声掛け。
• 峇の会とధ行して活動しているサポーター、がいの施設で௮いたことがあるサポーターにお願いした。
• お子さんを実にৄたで、大丈夫か確ੳをとりながらサポー崰をਤめていった。

難事、配ൟの必要な家庭との向き合い方

・ 行直営ならではの৴がとれるのがਘ峩
・ ೨ੜਤ課が所ଵしているので、保పと子てෆฐ、ుญૣක、ྦୄの౧が全一คになって、子どもに関
してのৼ場所が一か所に集৺されている。

ଗఓ੨

ファミサポহの岬り্

ใோの保の施設、ညୱ、保所では対ૢしきれないようなニーズにきめやかな対ૢができる、ୠの課題解
決ができる事業だと思っている。ファミサポを利用することによって、おಟさんた峋にඥができて、子どもた峋にඥのある
対ૢができたり、子関係がうまくいっているがあると思っている。

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ 3��人 う峋提供会員ਯ岜 ��人

ણ੯ਯ

平成1�年২

直営:ఓ੨೨ੜਤ課

���੯

ଗఓ੨

1�����人
ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼ 保護者のௌ（ಢ・ಏ時・活動等）の場合の
預かり・送迎など

�ਜ਼ େい等ਗলのの子どもの預かり
�ਜ਼ 学校、ညୱ、保所の೬峩の時の預かり・送迎など
出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）

会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
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提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について
確保のために実施した内容・工夫点
■的な習会の৫ಈ
・ 市と৴してڵඨ৯・ڰڮ時間習の年২内の受ఊവを৯す
ਆྀで��時間習をた峅ないは本ૈ市や本市の習会にਸしてもらい、૭ચなり峇の年২内で
受をఊവしてもらえるようにしている。

・ ৫ಈ時間ఝの工夫でい਼৻もਸしやすく（્に���ୃのお子さんをもつಟが受けられるような時間ఝ）
・ 習会の内ઍのౄ実
の௧（ညୱઇྺ、保士、౭ു士、保ప、子て支援課など）にもపを依頼。

■通信の行、+3掲載、の広報で全戸配布
・ 年ڭ「ファミサポ通信」（ファミサポの活動やଢ଼ఊ会、利用の子などが分かる内ઍ）の行、嵃ーム嵂ージに掲
載、の広報にീり込んでもらい全戸配布。

・ 小中学校、ညୱ、保ୱ、関৴施設のษઠにも配布

もともとはಸサポー崰崵崫崰嵗ー崗のモ崯嵓事業のႃの平成1�年から৫。ファミサポ事業にਸえ、ৈೡ者支援、
嵆嵆サロン、ஂ護・ে活支援訪問サー崻ス事業など、のり事全ಹに対ૢするで活動してきた。またૣਣの
൜಼は一時ೂ難ୠになり、ೂ難してきた家ఔをرにサポー崰した。

てੇ൦のり岾とにڱڲگৌૢを嵊崫トーにણしਢ岻る

ਆྀファミリー・サポート・センター؝ڰ
（ଓ助:્శ営利活動১人コミュニ崮崋峋峭ばたけ）

確保を実現できたポイント

今後の展望

■習会の৫ಈ方১を工夫しい਼৻の提供会員をੜやす
・ お子さんのుを૮મで実施
い਼৻の提供会員が習会を受けやすくするため。習会を受するという৭උ࿔が広がっているように感じる。

■習会ఊവ者が活動できるような௮きかけ
・ 習会ఊവ者のう峋、実に提供会員に登録し活動を行える人はڮસぐらいであるため、関心をもってఊവされた
ఊവ者への௮きかけが課題。

■提供会員からのઠコミによる௮きかけの活用
習会の内ઍなどを৶解したうえで声かけいただけるため、ઠコミで来られるかたは大જにしたい。

■ઐ会の৫ಈで体験の場を提供
利用会員と提供会員のઐをるために「ファミサポひろば」というઐ会を৫ಈ、⎻つき大会やし峇うめんなどの
体験を提供している。

■ニーズのੜਸを受けての公共ス嵂ースでの預かり
センター事ਜ所がোる૦内の峥か、「ਆྀ子どものો内運動場」内にある「ファミサポのへや」での預かりを実施。

提供会員との関係で重要視していること

■活動の嵗ンコー嵓
提供会員は、家をলるなど活動にোるに必ず事ਜ所に嵗ンコー嵓を行うことにしている。嵗ンコー嵓を受けた事ਜ所も、
「お願いします」というਞ峋で対ૢする。活動をીえたにも、「ી峹りました」という৴൪をఝ電話を利用して行うこと
で、提供会員とアドバイザーのつながりを感じられると思っている。
■「3��日対ૢ」がモ崫崰ー
。人で、常にၴかが対ૢできるようにしているڱ、৶事শ、ౢ৶事শ、૽員のڮのఝ電話をアドバイザーڭ

― 226 ―



◆ হ峢のৌૢ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

事 1��支援学校に通学しているお子さんの送迎援助をশ間実施。

ਆྀからૣਣ市の支援学校までのڮڮ崕ロのの送迎をڱ年くらいに峹たって行った。ৈ校にোってからは支援学
校のバス通学になったが、付きうで援助をಲਢしている。০はৈ校گ年くらいで、支援学校のバスがの方でだすよ
うになったため、峇峋らはஂ助員としてサポー崰している。

達૩を್えるお子さんの預かりについては、ຯれるまでの間、提供会員とアドバイザーの人体で対ૢを行った。
শ時間になる預かりの場合には、とをશの提供会員に依頼するなどして、ひとりの提供会員に૿がုらない
ようにしている。このような預かりの場合には、保護者をஅめた話し合いを常に行い、૾யをཔしながら提供会員ભ峅
にならないように対ૢしている。

ૣਣਆྀ

হ峢のき়い্

ファミサポ事業にとって、おಟさんの支援が大જであるとઅえている。これまで事等はেじていないが、難な事の
ங২によっては、子て支援課などの行にৼしながらਤめる必要があると思っている。

્౦岬るੌ
■൜಼のとき、たくさんの支援の申しলをいただいた中でずっとਢいたのが₩ᑍపさんだった。小ు₩で子どものス崰嵔ス
とか、ఽ༤きとかおಟさんた峋のス崰嵔ス解にટがബ大で、࿒াでڱعڰ人の₩ᑍపさんが来てくれて峇れをع�
。年に峹たりਢけてくれた。ୠのおかあさん、子どもさんに大変ಜばれたڱ
■小さなでனしてきた132১人が、の事業とあ峹峅てファミサポのଓ助সを受けている。ୠのいろいろなっ
たということに対ૢして活動が広がってきた。ୠの子て家庭が頼れるとして重なோになっている。

ファミサポহの岬り্

いろいろなでの預かりがੜえており、ਈはಢ時間の「峋峱い預かり」のようなも多くなっている。また、132১人峋峭
ばたけでは、子て支援サポーターのୣാ事業やৈೡ者支援も行っており、嵌ン崘ケア嵑ーの家庭への対ૢなどファミサ
ポのにとどまらないෆฐ的なニーズへの対ૢの必要ਙを感じる。ファミサポとのす峩分けは行なっているが、ファミサポを
取り巻く会ੲિの変৲も感じている。

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ 1�1人 う峋提供会員ਯ岜 �1人

ણ੯ਯ

ଓ助:્శ営利活動১人コミュニ崮崋峋峭ばたけ

���੯

ૣਣਆྀ

11����人

平成1�年২

ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼
保護者のௌ（ಢ・ಏ時・活動等）の場合の
預かり・送迎など

�ਜ਼ 保護者の୰ਞ、用等の場合の預かり・送迎など
�ਜ਼ 保護者のリフ嵔崫シュ・習い事等の預かり
出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）

会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
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提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について
確保のために実施した内容・工夫点
■132১人੪ਞなൎ間が運営するে活支援થ嵄嵑ン崮崋ア事業の「たすけあいৈਣ」の活動がまずあり、峇こにあっ
た子どもの預かり支援が௷きলされた્なଙ。132の会員も力をมしている。
・たすけあいৈਣの会員からファミサポ事業の会員に移行したり、132とファミサポ事業の両方の会員になって、 ಏ
ਃૢ変にサポー崰してくださる方もいる。

■会員ઐ会をැねた取りੌ峩「3/86╘+20( &$)(」を実施
・াਸ਼ ��ଅ日に会員さんがਞೄに来られるイベン崰、)$0,6$32 3/86╘+20(を৫ಈしてきた。 �����
年 ��াから 132のイベン崰として 3/86╘+20(�&$)(�を৫ಈし、イベン崰٭&$)(�を実施している。実家のよ
うな心のいい૬間をって、峇こに子て中の方にもどんどん子どもを৴れて遊びに来てもらう取りੌ峩。嵗ー崗
ショ崫崿やౠ、会員ઐ会を合体して行っている。

■スタン崿崓ードでു成ౠ受のਤ⎃のৄえる৲とౠ内ઍの工夫
。৲ඨ৯��時間をఊവするまで、ਸしたらスタン崿をし、達成感をৄえるڵ・
・ਸしたくなるౠのり方を工夫
「安全」のඨ৯でも、リス崗嵆崵ジメン崰の௴ਡでઅえると、えばチ嵋イ嵓ドシー崰のౠ、心ཡে、崺嵌リ・崷崫崰、
ଆ಼のౠなど、ాりだくさんで。

ファミサポ事業ਰにে活のرなৼ互支援を行う132の活動があり、峇こにあった預かり支援が௷きলされた
でファミサポができたという嵎ニー崗なଙ。子てだけでなく、ৈೡでっている人も、峩んなで「ದりで支えあ
う」という৶のもとにে活支援などのୠのり事を解決していくことを৯している。

て峊岻でな岹岝ৈೡで峍ている্峬岝峩峽なで岣ದりで੍岲়岰岤ৼ൩ରஃણ

ৈਣファミリーサポートセンターた峃岻岬いৈਣ؝ڱ
（ଓ助:132১人੪ਞなൎ間）

確保を実現できたポイント

提供会員との関係で重要視していること

 ,QVWDJUDPや7ZLWWHUなどの616の活用
・公ૄ/,1(で、ౠの広報。
・案内チ嵑シ等でイン崹崗崰のある崕嵋崫チコ崼ー（えば「ごන੬子をてる」など）のౠチ嵑シを送る力。
・ときにはダイ嵔崗崰に/,1(で、ਸして峥しい会員にౠのお知ら峅の৴൪をোれる。

 ౠを個ਙ的で楽しい内ઍに工夫
・৴ਢでなくとも、௪をもってਸしてくれる人がੜえ、結ટ的に受૨ಊにつながる。

 年৻ごとにア崿ローチの方১を変える、信する内ઍも受け手のことをよくઅえてટ的な方১で工夫する
・��৻、��৻、��৻の方は電話でාう。
・��৻、3�৻のい方は、616でイン崹崗崰のある崻ジュア嵓でਬ付けるチ嵑シで信する。

 くるくる市（子ども用ષをリ嵎ースするイベン崰）にਸ
・ファミサポ事業をੳ知してもらい、会員となる方もੜえている。

 132のುਡを預かり場所として利用
・すぐに預かりをすることができるようになり、活動につながりやすくなった。

 616ができる方とできない方、峇れ峈れに向けた広報の工夫をಲਢ

「大家ఔ」のイメージで活動を行っている。提供会員も、依頼会員も、サー崻スの提供者、受இ者というよりも、「ದりで
支えあう」大家ఔとしてൎଐくやっていきたい。峇の大家ఔのの中に、アドバイザーや、事ਜଂがある、というイメージがあ
る。ౠのప（่護ప）の方も、峹が子を৴れてきて、ご自分のお子さんの体験や୰ਞの時の૪઼の事などを
ったことやଷもおಟさん৯でリア嵓にお話してくださいました。৪の崹ンのపは、崹ンを൏きながらア嵔嵓崖ー
対ૢの話をしてくださる。このような୫峣る௺のౠは大人ਞである。పの子どもの子も温かくৄஹりあいながら、ファ
ミサポに関峹る人す峣てが、支えあう関係峏くりを大事にしている。提供会員同士も、活動のようなイメージで、「ઃは崗
嵑フ崰のౠをしよう」など、ৼ互にかか峹りあって、楽しんでくれている。
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◆ হ峢のৌૢ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

事 1��ে活保護਼ఝの方で、おಟさんがઐ通事にရ峹れてჁをされ、も。方なのでがないと保ୱ
に送迎できないため、年峥ど峥峦日ફの送迎などの支援をಲਢした事。

会員に募ると、事ੲを峀っくりとୂいたమで「やりまし峱うか」という感じで支援してくれる会員が୦人か集まった。日のこ
となので、提供会員を୦人もお願いして、チ嵋イ嵓ドシー崰をくるくる市で調達した分と会員さんにళびかけして用さ峅て
もらった分で ��個ਜ਼確保し提供会員にしলして、支えていった。

・活動ાに関しては子て支援課がଓ助した。（ে活保護਼ఝの場合は市がڭڰ時間まで全પଓ助）

ཱྀவৈਣ市

হ峢のき়い্

ファミサポহの岬り্

■੦本的に、「っていること」についてซ根はないので、૭ચなり、す峣てを支えようと思っている。౾事ੲをୂいてい
なくても「峇んなにっているなら、行ってあ岼たらいい」という感じでやってくださる会員の方が多い。ただ、個人ੲ報の共
થはできないので、支援をしていて、だんだんと૾யが峹かってきて、にୂいておけばよかった、ということがある。૾யに
よっては、重いケースについては、アドバイザーや事ਜଂメンバーだけで、対ૢすることもある。
■難ケースであればある峥ど、嵆崫チン崘についてฎ峪。しかし、提供会員は、子て৽験者が多く、アドバイザーが思
うਰに、২の大きい人が多く、関係をめていってくださる。アドバイザーの方がઇえられることが多い。
■৽ੋ的に難な家庭は、行からのଓ助がある。提供会員は、依頼会員の個人ੲ報を知らなくても、「ったケー
スに対して峩んなで助けるのがਊたり」というਞ峋で、支えてくれる。

■ファミサポだけで、ୠのりごとが解決する峹けではない。たすけあいৈਣのে活支援や、あるいはいろいろなୠの
੮体と一คに、崰ータ嵓に支えていく必要がある。行のいろいろな౧やਃ関、੮体や人رと৴して、ୠ全体で
支えあうଡୗをっていきたいと思っている。
■難なケースになればなる峥ど、個人ੲ報の共થがあれば、もうし丁寧に支援ができたのにと思う時もあれば、一ಹ
市ড়に個人ੲ報を共થできないというジ嵔ン嵆もある。このਡは、課題だと感じる。「っていること」については、なんでも
助けたいが、助けることが本ਊに子のためになるのか、あるいは、峇んなことはઅえずに、書థが整っているので、子の
ためにならないと思っても支援をਢければよいのか、この両ாでฎ峪ことがある。

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保護者の୰ਞ、用等の場合の預かり・送迎など

�ਜ਼
保護者のௌ（ಢ・ಏ時・活動等）の場合の
預かり・送迎など

�ਜ਼ 峇の（イベン崰ਸ時の預かり）

ਚ ཱྀவৈਣ市

ঽ৬যઠ岜 ������人

ਝয়ফ 平成��年২

ઈ্১ ଓ助:132১人੪ਞなൎ間

会員ਯ �3�人 う峋提供会員ਯ岜 ���人

ણ੯ਯ ���੯ 出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
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提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について
確保のために実施した内容・工夫点
■ৗયの広報に年3、利用会員の登録説明会、提供会員の習会を一คに掲載
・યおよび会の掲示ഝへのチ嵑シ掲示の峥か、ય施設に所ଵ課を通じてチ嵑シを掲示。

■ય内1�ブロ崫崗の会৴合会の会合に、協のય૿ਊ員とともにアドバイザーがਸし事業の周知
・時は提供会員習の�া。

■ય内�か所にある協の嵄嵑ン崮崋アコーナー員にファミサポの説明を行い、嵄嵑ン崮崋ア希望者にງஂ
・員が直接話をすることで人柄もཔしたうえで活動をງஂするため、ટがあると感じる。

にあり、会員ਯ3����人をதえる大ૠெセンターであるが、ય内の会৴合会への௮きかけなどきめかく
周知・広報活動を行っている。ৼ互援助活動は会員൨方の思いやりと感පのਞ峋のに成り立つということを৶
とし、アドバイザーは提供会員がౄ実感をもって活動にਸできるようにਞ峋にఞりって、なんでもৼでき
るセンターでいることを大જにしている。

পで峬ୠのরでつな岶峍て੍岲়岰ূの岴峚岬峋峭峽のよ岰なோに

ৗયファミリー・サポート・センター؝ڲ
（:ৗય会ૣක協৮会）

確保を実現できたポイント

提供会員との関係で重要視していること

■電話による提供会員のりକこし
・習会ఊവの活動につながっていない方や、活動を೬ૃしている提供会員に、現૾確ੳの電話かけを実施。
現のアドバイザーからめておえできるとともに、提供会員とのがくなるように思う。

■事ઊ峋合峹峅の立峋合い
・୲し峠りに活動を行う提供会員に対しては、୷し支えなければ事ઊ峋合峹峅に立峋会峹峅て峥しいと声掛け。

今後の展望
■ય内の提供会員のないୠでの提供会員の確保
■提供会員の現ய確ੳ
・ૌு�年間行えていなかった現ய確ੳの用紙を提供会員に配布
・ৗたに活動できる૾யや日رの活動で感じる不安など、提供会員の୳いを③峩取っていく。

■提供会員の不安解と依頼会員へのଶநし
・াの報告書を送付いただく、不安や୳いを੶োされていることがある。峇のような場合、提供会員に電話をし、
直接話すようにしている。提供会員の不安を解したり、依頼会員にえ峏らいことがあれば、アドバイザーからえ
たり、とଶநしすることを心がけている。
・提供会員向けのス崮崫崿ア崫崿ଢ଼ఊのに、හなどのなかで୳いをおቯいする。
・事ઊ峋合峹峅の立峋合い
難しい依頼の場合にはベ崮嵑ンの提供会員でも立峋会うようにしている。
ベ崮嵑ンの提供会員であっても、子をお互いに確ੳするਃ会は大જであると感じる。

■ୠのなかでのৼ互援助活動ということを大જに、えていきたい
登録時には安なベ崻ーシ崫ターであるというੳで来られる保護者もおられるため、峇うではないということを丁寧にえる
ようにしている。ファミサポありきで習い事をめられる依頼会員には、あくまでもファミサポは家庭のできない分をଓするも
のであるというਡをえていかなければならないと感じる。
■提供会員がౄ実感をもって活動できるように、提供会員のਞ峋にఞりい、ৼ互援助活動というਡを大જにしたい
コロナምにおいて紙面ઐを৯的としたアンケー崰を行ったところ、ୠのなかで会員同士がつながり、提供会員とୠの
ຳ೯ಟのような信頼関係が築かれているや、卒ୱ・ૡもਢいている関係ਙがあることが分かった。峇のような活動
を৯したいし、えていきたい。

ファミサポহの岬り্
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◆ হ峢のৌૢ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

事: ਸ਼一子（自閉ൊ向）とਸ਼子（ཡਃચ૩）の家庭で、ਸ਼一子の時にਸ਼子の一時預かりを行う
という事。ಟもスロー嵂ースな方で、いくつものことを同時にするのは難しい。家の中はଌの౷峩場もない૾ଙでも
いる。೯の協力が੭られず、ଝಟは自閉の子に対する৶解がなくただってしまい、ಟもிめられているように感じ、
ス崰嵔スをᆙめていた。

保పと一คに依頼会員の登録にቯい、提供会員をർしたところ、保士のৱતをથし૾யに৶解のある提供会員
がৄつかり、ಟが安心できる活動が行峹れた。ปのし೫い所から来ていただくことになったが、อれている日は自ૡ
で行ってくれたり、ಟの話にも「峇うだね」とఞりってୂいてくれるため、ಟのਞ峋も安する支援となった。

配ൟしたਡ:このご家庭は保センターと、ਸ਼一子が達支援センターを利用しており、両センターとファミサポもく関
峹りがあるため、ੲ報共થをしながらਤめられた。提供会員は、ಟが峹れてだなという୩分には౷峩込まず、あり
のままを受けোれてくださり、ਸ਼一子についてもおおらかにৄஹってくれたため、依頼会員と提供会員の信頼関係がଫ
のమで築かれたことが大きかったと感じる。

ূৗય

হ峢のき়い্

■ス崮崫崿ア崫崿ଢ଼ఊで、્ਙのあるお子さんの関峹りに関するౠを取りোれる
達支援センターの員がపだが、୰でฐるのではなく一人一人をৄることの大જさも話されるため、提供会員の
৶解がよりまると感じる。

■௧ではない提供会員のਔଝ
依頼会員が子どもの્ਙについてฎんでおり、周りの൭めもあって支援学に移ったが子どもも依頼会員もವ੭していな
いというৼを提供会員に行ったという崐崼崥ードがス崮崫崿ア崫崿ଢ଼ఊで共થされた。峇のようなモ嵌モ嵌としたਞ峋を受
けૃめఞりうことができるのが、௧ではないファミサポの提供会員のਔଝであるとపがコメン崰をされた。ファミサポ
の૽સをいしているように思う。支援ではあるけれど、౪さんには共感をってఞりって、というところが大事だと
思う。

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ 3���3人 う峋提供会員ਯ岜 3��人

ણ੯ਯ 1����3੯

:会ૣක১人ৗય会ૣක協৮会

ূৗય

3������人

平成1�年২

出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保施設までの送迎

�ਜ਼ 保施設の保৫や保ીവの子どもの
預かり

�ਜ਼ 学校のଣ課の学習྆や習い事等までの送迎

― 231 ―



◆ ਃ関との৴について

৴の現૾

ਃ関との
৴

保ୱの送迎という通常のサポー崰をやっている中で、保ୱに登ୱしている子が、お೯さんのひとりの家庭で行き
りのようなところがあって、ફの送りলしなどが難しいということだった。保サポー崰が、થサー崻スではあるが嵄嵑ンタリー
な分もஅめて、的に声がけなどの活動のサポー崰にোれないかと行から依頼があった。峇こから、どういうだった
らサポー崰できるかと行とも৴൪を取りながらサポー崰のをઅえていった。

■৴の内ઍ・૽સ分૿

ളහな家庭で、要保護ుญ対ੁୠ協৮会においても支援対となっていたこともあり、行（子て支援課）が
中心となり、関係者間で৴を取っていた。

ファミサポは、ড়ে員・ుญ員と৴して、子どもた峋がફの登校ができるようにྖ時ളਯ人で関峹り支援をಲਢ
した。また、不登校という問題もあり小学校のઇ୍েをはじめ૿ભのে等にもମに対ૢしていただいた。

会ૣක協৮会がファミサポ事業を行っているため、ੌ௶として信頼があり、安心感が大きい。預かり時に課題を
感じることがあれば、関係ਃ関にੲ報共થしଫに支援へつなぐことができる。

ষとのਘৡな信頼関係の峬と岝৵৾ૅ・ড়生・ుญ員・ୠ岶৴してੇ൦
をサポート

ਲ੨ファミリー・サポート・センターূ؝ڳ
（:ূਲ੨会ૣක協৮会）

岧৴岨 ূਲ੨૽場 子て支援課

ৌૢহ・ટ

事:ਊੂは、3人のଜ子に対する保ୱへの送迎支援で問題なく支援がল来ていた。しかし、ଜ子が小学ে
になったႃに、ઌん中の子の不登校（行きり）がまったことや、峇の家庭が৽ੋ的な৶から学યਗにਬっ௭しし
たことなどが重なり、峇の家庭への支援（ફの声かけ、登下校時の送迎等）をファミサポ、行、小学校、ড়ে員ు
ญ員が৴してன৫することとなった。

学યਗになった場合、ଜ子の下校時は保護者同ൣが必となるが、೯はல事で迎えにこれず、また自家用もな
い。の子はৈ学年で下校時間がいため一คにషってこられない。ファミサポでは常にڱعڰ人の提供会員が日の
ように、また時には時間୷で関峹ってફの声掛けと登下校時の送迎の支援をಲਢした。

学校ડではઇ୍েがମに対ૢくださり、関係者間で/,1(で崘嵓ー崿をੌ峪などして、ફ不登校の৴൪のにも
ෟに৴൪がとれるようになった。
アドバイザーはファミサポ利用ଊをநすに依頼会員宅にቯって೯と話をするなど丁寧なコミュニケーションをとった。
またਈಢ利用時間のڭ時間をதえないように、行の方が来てくれて日ਰ峩てくれたり、ৄஹりを行ったりした。

■৴のટ
提供会員から੭られたੲ報を関係者と共થすることで、周りの会ৱ౺を巻き込峩ながら、支援する体峏くりができた。
ੲ報共થは、必要なタイミン崘でケース崓ンファ嵔ンスを৫ಈするとともに、関係者でった/,1(崘嵓ー崿がજれ৯のない
支援につながったと感じている。関係者間のੲ報共થがෟにল来ていたことで、峇れ峈れがిજな対ૢを取れていたと
感じている。ファミサポ（アドバイザー）もి、提供会員からのੲ報を確ੳし、峇の২対ૢするようにめたことが০
の事では重要であったと感じる。
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◆ ৴に岴岻るਖ点・ୖ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

■ୠの会ৱ౺との৴が課題

০の事では、行、学校、ড়ে員ుญ員、ભుญ員との৴がෟに行峹れていたが、ୠで小学ে
の下校時ৄஹりやଆಬ崹崰ロー嵓等をしている自会や支援ੌ௶との৴については課題があった。具体的には、自
会や支援ੌ௶等の関係者に支援が必要なుญや峇の家庭に関する個人ੲ報の共થをすることの難しさがある。

৶୳はୠの公எ関係者が峇れ峈れのできる೧で૽સ分૿を行うことであるが、০の課題とੳしている。

■下校時のサポー崰に関しては、日つけるのが難しいとなったときに、ୠで下校の時にৄஹりをしている自会だったり、
ଆಬ崹崰ロー嵓をしている支援ੌ௶のような੮体とうまく৴して、あるங২ઐ୷ਡをநるときのৄஹりを峋峭んとやってもら
うとか、「્にこの子に関してはਞを付けて峥しい」というようなことをつないで、ୠの৯でうまく崓バーができれば保サポー
崰がかくোらなくとも安全ਙを૿保できるのではないか。

まずは、ୠでの৴ৼ手となる多な会ৱ౺をੜやしていかなければならないと感じている。峇れには、行からの௮
きかけをஅめて活動者をੜやしていく必要があるとઅえている。

ଗূਲ੨

ファミサポহの岬り্

■২にとら峹れないで、あるங২ฑໞに対ૢできるサポー崰のலੌ峩が必要
一としては、送迎や声掛けという活動もあれば、に依頼内ઍが変峹りਘをৄてもらうなどは現場ではକこり੭ること
である。峇の中で、ファミサポ事業が一的な活動で「このサー崻スをやります」とうたってしまっていると、できない分だと思
う。峇のため、あるங২、個人対個人の、提供会員と利用会員の中で、1対1の取り決めの中でฑໞに動ける、ファミ
リー・サポー崰事業のような取りੌ峩というのは、大事ではないかと思う。
あるங২遊びがあるというか、峇の中で動けるというのは、০も必要になってくると同時に、重要ਙもৈまってくるのでは
ないかと感じている。あまり২でၛっていってしまうと、なかなか動き峏らくなっていってしまう分があると思うので、峇ういう
ਔでは、੪ر、峹れ峹れはഈがભਔ੮体からまったというところもあるので、あるங২ฑໞに動けているというਡが、
০のਘ峩ではないかと思っている。
ただ、依頼の内ઍがളහになってきてしまったりすると、提供会員としては、成が大変だったりとかฑໞਙがめられたり、
大変になってくるかとは思うが、ますます大事になってくるのではないか。

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ ���人 う峋提供会員ਯ岜 ��人

ણ੯ਯ

ଗূਲ੨

3�����人

ഥਮڮ年২

:ূਲ੨会ૣක協৮会

���੯
出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）

会員数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
活動件数はιϱνʖಢ自のྪͶΓΖ

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 通常保
�ਜ਼ がいుの預かり
�ਜ਼ 時間ਗの預かり
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◆ ਃ関قಡਝのઁৃكとの৴について
৴৬

ਃ関との
৴ ファミリー・サポート・センター্ූ؝ڴ

■広場の信力の活用
ファミサポは信力がൠいことが課題であるが、広場のフ崏イスブ崫崗、インスタ、/,1(を活用し、ファミサポのイベン崰も広場の
616で周知している。્にリア崗ションがあるのがインスタである。ଳಁ的に子どもを預けるイメージをもってもらえるようにઌ付
きにしたり、用事のためだけでなく「リフ嵔崫シュで利用してもいい」というメ崫セージも込めながら信するなど、広場の信力を活
用している。

■ 崗ーポン活用による「おし体験会」の実施による利用യਤ
ූ方市では�ୃుのお子さんを対に�時間分の૮મ体験崗ーポンがあるが、利用につながらない৶の1つに、人の
自宅に子どもを預けることに対する不安がある。峇こで、利用する広場を「体験会」の峩（しજり）にして広場スタ崫フも
いる中でのおし体験会を実施し、心৶的崷ード嵓を下岼る峩を行った。

■広場を利用した保付き登録会
集੮の登録会では保を設け、広場スタ崫フや保サポーターとして提供会員が保を行うことにした。登録のに౿なじ
峩の広場のスタ崫フがいることで安心され、提供会員も広場スタ崫フの保の子から学び峇ののサポー崰に活かしてもらえると
いう利ਡもある。

■ল登録会での保
ୠにল向いたল登録会をা�（കおよびୠの公共施設で）実施。

ল登録会においても広場スタ崫フと提供会員による保を実施。ファミサポの説明とಡ峅、広場の子もઌ付きでງஂす
ると௪をもってもらえる。

設立して�1年になる会ૣක১人がಟ体。����年からショー崰ス崮イ事業をූ方市と৴して実施していた峥か、広場の
運営、��時間の子て電話ৼの3つの事業をன৫。峇のような中、ූ方市が直営で行っていた「サ崿リ੨」内の広場、
ファミサポ事業もૄに変更となり、同১人が運営を૿うことになった。会的ു護の子どもた峋とも接するਃ会が多い中、
「手を୷しಇ峣られる、ઞいやすいファミサポにしたい」という希望が、広場とファミサポの৴をਤめる根っこにある。

ઁৃহとの৴により岝ൠ峩をਘ峩に岣こ峋峳岵峳ুを୷しಇ峣てઞい峮峃いファミサポ岤峢

（:会ૣක১人大ଚๆ保ை）

現、ファミサポ௧ભ3、広場とファミサポැਜ1のアドバイザー�体で運営している。ਸえて広場スタ崫フが活動報
告書の崯ータো力やো会者への個શ説明などౝڮ峥ど事ਜ所業ਜに峹っている。また集੮での登録説明会のは
ୠに一คにল向いたり、ു成ౠやイベン崰ではৱમや保にোるなど広場スタ崫フが୦らかので関峹っている。

৴の実施内容と工夫

৴にඹるୖ・ూବ

■ファミサポ事業のニーズཔと信力のൠさ
・利用されない৶のཔ、会員でない方へのファミサポの周知が難しい
登録に来られる方や利用したい方のニーズはཔできても、ファミサポを知らない方への周知や知っていても登録しない方のਞ
峋、また依頼会員に登録したものの利用しない方の৶のཔが難しい。
■ファミサポ利用への崷ード嵓のৈさ
・登録したが「事ઊ合峅などのዢ峹しさ」や「子どもを預けること」へのಿ感から実の利用は崷ード嵓がৈいという声を広場ス
タ崫フがୂくことがੜえた。峇こでリフ嵔崫シュのために預けてもଡ峹ない、もっとਞೄに利用していいよ、と日ႃ、利用者と接する広場
スタ崫フが提案することでファミサポをઞう崷ード嵓が下がれば、利用につながるのではという結にඹった。
■個શ登録説明が重なると通常業ਜにがেじる

৴ਰは、お互いの୩ୠには౷峩込まないというਔがあったが、ફをして峇の日の 動きや業ਜ内ઍを確ੳし合い、ミー
崮崋ン崘にはお互いのスタ崫フが一人ずつਸしてੲ報共થにめるなど、੦本的なところからめた。

崡タ崫フのਔ
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◆ ৴によるટ
■広場での預かりのੜਸ

ファミサポ登録のに広場での預かりをງஂするようにした結ટ、実の広場での預かりの子を৯にしながら、利用される方
がੜえるようになった。の方と一คに利用することで心৶的な崷ード嵓もくなり、広場での預かりを体験したあと、提供会員
の自宅での預かりにつながることもある。また、৽験のฒい提供会員の活動の場にもなっている。

■広場スタ崫フのファミサポැਜによるৼ互の業ਜの৶解のまり

・広場のැਜスタ崫フがファミサポのੂ登録を行うことで、具体的にどのような利用をされたいのか話をୂいたり、利用のフ崑
ローも行き届くようになった。利用提供会員のງஂを受けたファミサポのスタ崫フにはい峏らいがැਜスタ崫フにはえることがで
きるケースも多く、利用会員とファミサポ、広場がつながるような声かけや関峹りをැਜスタ崫フが行えるようになっている。

大ଚਿූ方市

ষとの৴のઅ岲্

■会的ു護に関峹る事業の実ౚをもとにஆ自の信頼関係をଡ築
家庭ుญৼ所や保センターとの৴は難しいが、会的ു護に関峹る会ૣක১人がを受けているため、会ૣ
ක১人を通じた家庭ుญৼ所とのাの৴൪会などがあり、信頼感の੦ຊがあるਡが、ファミサポと広場のஆ実施では
ない્ඉとなっている。

■行ਃ関への説明によりファミサポ事業の৶解がまり、行からの依頼がిਫ৲
ਰは、行ਃ関がファミサポで対ૢが難なケースもファミサポにつな岼るということが行峹れていた。峇こで、ファミサポへの৶
解をめてもらうため、家庭ుญৼ所の員向け、保పや助ਓపの会৮、公立とஎ立保ୱのୱশさんとのお話、
峋峭ん訪問員のଢ଼ఊなどでファミサポの૽સをງஂすることを峩たところ、行ਃ関がファミサポを৶解してくれることでイ嵔崖ュ
嵑ーな依頼がなくなった。

ファミサポহの岬り্
ූ方市では広場との৴はਤめられているとઅえている。広場での預かり体験会の報告を૿ਊ課におこなったところ、ූ方市内
のの広場でも行えないかという話につながっている。০ファミサポと広場の৴を行って行かれるセンターは、峇のようなで
োされるのも一案だと思う。
難な家庭を支援していくためには、ファミサポで難しいケースはしかる峣き関係ਃ関につな岸、支援のをୠに広岼られたらと
思う。

センター崯ータ
ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ ����1人 う峋提供会員ਯ岜 3�3人

ણ੯ਯ

大ଚਿූ方市

3�����人

平成13年২

:会ૣක১人大ଚๆ保ை

3����੯

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保施設までの送迎

�ਜ਼
学校・ညୱ・保所の೬峩の時の預かり・送
迎など

�ਜ਼ 学校のଣ課の学習྆や習い事等までの送迎
出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）

会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
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◆ ਃ関との৴について

৴の現૾

ਃ関との
৴

■ファミサポの設立ਊੂから、行ਃ関を中心とした関係ਃ関や関係੮体からの支援が必要な家庭に対するファミサポ
利用のઊ൧があり、会員登録を行うケースが峥とんどである。えば、ਓうつだったり、ಖઋ的な分で子てが難
であるとか、保護者の方にがいがあるとか、ಗにお子さんにがいがあるなどの事である。

■崬インズ崗嵑ブから直接つながるケースもある。

■子て਼৻ෆฐ支援事業を実施している౧の保పが支援している子て家庭の中で、峇の方た峋にとってファミ
サポが一番ిਊなサー崻スとਖ਼した場合に、保పからセンターに৴൪がোりੲ報共થ、会員登録を行っている。

■ファミサポの事ਜ所が子て広場と同じス嵂ースにあるため、広場でৼされた方が直接広場のスタ崫フに৴れてこられ
る崹ターンも多い。

৴の内ઍ・૽સ分૿

■保పにఝ同して自宅を訪問
・保పからງஂのあった保護者が動けないような૾யであったり、自宅からলられないような૾யの場合には、セン
ターから保護者の自宅に訪問をさ峅ていただくこともあり、૿ਊ保పに同行いただいている。
・同に峇のの関係ਃ関がつないで、センターで会員登録するときには、峇のງஂの૿ਊ者が一คにいて登録を
するというである。

■保పのಲਢ的なৄஹりとファミサポの利用
・保పからງஂの子て家庭は੦本的に崷イリス崗家庭であることが多いので、保పもಲਢ的にৄஹりを行いな
がら、必要にૢじてファミサポを活用していくというが多い。
・ファミサポの会員登録をしたとしても利用にᇽがらないケースもあるので、ྖ時、保పとセンターがੲ報共થを行い
ながら支援をしている。

ૣળのવ、໒平にਜ਼઼し、௹かな自ேに౩まれた人ઠڬگਐ人தの中ற市。ਓਓ嵀嵓崹ー（崐ン崤
嵓ૢ援）、市直営の子て支援センターڵか所、子て広場گか所を設઼。ڳڭڬڮ年ڬڭাより子て਼৻
ෆฐセンターとして子ども子てサポー崰センターが༎௮。႔中からજれ৯なくୃڴڭまでサポー崰する体を整えてい
る。ファミリー・サポー崰・センターくるめは平成ڳڭ年に設立、୲৪市の峥かに周ఈのうきは市、大、୬ླຸも
ଵლ。子てサポー崰センターとಸഡな৴をとりながら、子て家庭の支援にあたっている。

な関係ਃ関との崡嵈ー崢な৴൪৹ତでੇ൦にシー嵈嵔崡な੍ରを提供

ファミリー・サポート・センター岹るめ؝ڵ
（:132১人嵓・バ崰ー）

୲৪市子ども来子てサポー崰センター
崬インズ崗嵑ブ �୲৪市からਓਓサポー崰事業を受している多ၚ支援੮体）

岰ま岹ৌૢできたহ

■市の保పが所രしている౧（子ども子てサポー崰センター）のଵლのਓ嵀嵓崹ー（崐ン崤嵓ૢ援）の事
業は�かাまでしか利用できないので、峇のの支援としてファミサポ事業をງஂいただいたり、ਯがあるため、০
り峇うだという家庭のງஂがあるなどの支援がಲਢした。

■崬インズ崗嵑ブが受けている୫મ配布、ৄஹりਘ৲の事業（ྦୄがઑ峹れる家庭のৄஹり事業）のメンバーの方が
提供会員になった。

■ファミサポ事業のことを関係所に知ってもらうことが重要
・センター৫設ਊੂからୠの子て支援センターへの的な訪問やர会৮にਸさ峅ていただくなどの取りੌ
峩をಲਢしてきた。

岧৴岨
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◆ ৴に岴岻るਖ点・ୖ

センター崯ータ

■保పからのງஂでセンターが関峹ることになった子て家庭で利用がない家庭の૾யཔ
保పからのງஂでセンターが関峹ることになった子て家庭す峣てが会員登録、利用につながる峹けではない。会員登
録までল来たとしても利用にᇽがらず、センターとしては峇の家庭が現どのような૾யなのかが分からないままになっている
ケースもある。峇のようなケースについては的に、保పにୂける೧でੲ報提供を依頼している。
�৴）登録まではいったが利用がないという家庭に関してのフ崋ードバ崫崗を丁寧にしないといけないとઅえている。
ৼਃ関として、つな岸は丁寧に、アフターフ崑ローもしっかりとிભをもってしていかないといけないとઅえている。
■崷イリス崗家庭のファミサポ利用については、どこまでセンターがཔす峣きかなどは検討のがある
ૣක的配ൟの必要な家庭への援助の場合、子どもの峩にとどまらず、支援、関係ਃ関との৴が必要で、頼んでよ
いかء頼める提供会員がられる。
崷イリス崗家庭のサポー崰はশに峹たることもあれば、ᄄ২がੜえてくることもあり、直接やり取りできるようなੲ報もநして
しまうので、提供会員の૿にならないか、ਞをつかうところである。

ૣળ୲৪市

ファミサポহの岬り্

■市との৴において、保ప৽で崷イリス崗家庭の支援の一つとしてファミサポが関峹ることついては、アドバイザーも
提供会員の૿についてశ常にਞをઞっている。ただ、現実に崷イリス崗家庭に対してできるサポー崰は、০のところファミサ
ポしかないというような現૾も分かるので、嵆崫チン崘のときにとてもઋ৽をઞう。「この提供会員なら」と思う方はられてくる。
結ટ、્の方にお願いをしてしまうことが多い。

્౦岬るੌ
■崬インズ崗嵑ブとの৴（႔中からファミサポの登録・崐ン崤嵓ૢ援の登録をੋま峅る）
■崬インズ崗嵑ブの崼アサポー崰活動پをしている方にしずつ��時間習を受けてもらい、支えるડにっていただける
ようにと声掛けをしている。の੮体にも௮きかけてల来的に提供会員になっていただけるよう力をしている。
■੮体への௮きかけと周知（手をつなぐ成会、達し峱う૩ుのの集まり、じじっか、ৄஹりの୫મ配布等、
ଓ助সの助成対になっている੮体）
■依頼会員にڮ時間の習
・登録書థに੶ো・シス崮ムのઞい方の説明、嵄嵑ン崮崋アの事業をઞうということをੳしていただく৯的

崼アサポー崰活動とは、多ၚు৽験者が保健師・助産師・保育士等と訪問し、妊娠中のことや産後の育児についての相談に応じるなどپ

の活動のこと

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ 1����人 う峋提供会員ਯ岜 ���人

ણ੯ਯ

3������人

平成1�年২

:132১人嵓・バ崰ー

��33�੯

ૣળ୲৪市

出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）

ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼ 保施設の保৫や保ીവの子どもの預
かり

�ਜ਼ 保施設までの送迎
�ਜ਼ 保護者のリフ嵔崫シュ・習い事等の預かり
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◆ 提供会員

提供会員ણをৢ峂てઓ岰こと

ファミサポ
会員

ଜཀが習っていた崼ア崶のেがファミサポを利用していて、েとཀさんと援助会員さんとのやり取りがとても峥の峦のとし
てਮやかで温かいものを感じた。自分の子てもひとして、૮৶なく୦か会ਸができるといいかなと思っていたとこ
ろに、嵆嵆友からා峹れ事業説明にਸ。体験で援助会員や依頼会員のお話を౦رうかがって、峋峱っとやって峩よ
うと思った。活動をめるは崹ー崰のல事をしていたので、೬日でも子どもと一คに家でできる活動があったらいいなと思
い会員登録をすることにした。

ূ多༂ୠにਜ਼઼する立ਆ市が運営するファミリー・サポー崰・センターは、子て、ઇ、市ড়活動、ધ৲഼活動を
支援するとともに、イベン崰実施などによってୠのに岸峹いをে峩লすことを৯的として૦てられたള合施設、子ども来セン
ターの中にあり、子て・ઇৼの峥か、子てひろばもಡ設し、子どもや子て家庭にとって「頼りがいがある」「子どもと一
คに訪れたい」場を৯している。立ਆ市ファミサポでは、依頼を受けたらできるだけଫく提供会員をງஂするなどဌசな対ૢ
を行うことを心掛けている。

提供会員岝ൂ頼会員との信頼関係をপજに岝ਞ峋にఞり岰ੱなサポートを৯峃

য়ਆファミリー・サポート・センター؝ڬڭ
（直営:立ਆ市子ども家庭支援センター）

z なサポー崰内ઍ:
・がいをつ子の援助・೬峩の日の預かり・保ୱ
の送迎など

年間ಲਢしてサポー崰ڬڭ人の依頼会員をڭ・

z お: $ さん
z 会員登録年ਯ（活動年ਯ:11年）
z 活動੯ਯ: 年間 ৺1��੯、 া ৺1�੯

提供会員にな峍たਃ・ఃஈまでの৽༬

ファミサポのણについて

ファミサポのણをৢ峂て੭たこと

ファミサポについて峂ること

ファミサポについて望峪こと

■具体的な活動内ઍ
自宅での預かりも、依頼会員のお宅での預かりもある、お預かりする子は1人から3人の時もある。保ୱ・ညୱ
の送迎や習い事の送迎、がいをつ子のサポー崰。お子さんとおಟさんのお話をቯってからご要望に合峹峅るというかた
峋でサポー崰さ峅ていただいているが、自分の嵂ースでできるというのが、自分には合っていると思う。
■ഀにଋった活動
ྲྀཊのお子を自宅でお預かりしたとき、ཀも一คにスイー崬りや崹ンりをしたり、楽しく遊峠ことができଐい思いলが
いっ峛いできたので、すごくよかったとっている、峇の৽験があるので小さい子との関峹りが手とሹめられる事もあるようだ。

■活動することへの家ఔの৶解について
ਈੂ、夫は人の子どもを自宅でお預りして、もし୦かケ崔でもしたらという不安があり、峋峱っとખ対だったが、一番ਈ
ੂのサポー崰は学のྲྀཊで日日にশ時間、ફから方までの預かりをすることが多く、夫も一คにૌごしサポー崰
のਯを重ねることで、大丈夫峇うだなと安心したようだった。ྲྀཊのサポー崰は中学েになった০もਯだがਢいている。

ファミリー・サポー崰という活動があることをまず自分も峥峦知らなかった。たまたま友人がいて知ったので、やはりੳ知২が
いというのがあると思う。現会員はපসががるからといってサポー崰に対するિが変峹ることはないと思うが、これから
援助会員になる方た峋には重要かもしれないと感じている。依頼会員さんの૿をੜやすことなく、පসを岼ること、
বや行が助成してくれるとよいと思う。

岧会員ੲਾ岨

■援助会員になっていなかったら、きっと関峹ることがなかったと思う、がいのある子のサポー崰をすることで、崷ン崯崋崕嵋崫
崿をっている子への対ૢを知り一つの個ਙとしてኇえることができ、自ேに接することができた。০は<RX7XEHをৄて
ਘするのが楽しい。
■০、どのように活動していきたいか
安全面は峋峭んとઅൟしながら、のんびりと峰ったりとしたਞ峋でサポー崰をਢけていきたい。子どもた峋から੪ਞをもらえる
ことが自分のモチベーションになっている。
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◆ ൂ頼会員

ൂ頼会員ણをৢ峂てઓ岰こと

岧会員ੲਾ岨

ファミサポ
会員

■立ਆ市に௭してくるに、夫のல事の関係でにકしており、夫のல事も多႞で峥峦嵗ン崒嵂ుだったため、
子どもの預かりで依頼した。峇れから峥峦日ファミサポを利用していた時がある。

■ファミサポについては、লে届をলした時にຘいたၻ子の中にファミサポのງஂ嵂ージがあったこと、عڭ�かাుの保
ప訪問のにファミサポの話をୂいたことなどから知った。立ਆ市にਬっ௭すことになり、でのファミサポにとても助け
られたので、立ਆ市でも依頼したいと思い会員登録をした。

z お:% さん

z 会員登録年ਯ:ڴ崓া（���1年گাো会）

z 依頼੯ਯ: 年間 ৺ڬڰ੯（���1年گাع
����年ڵা）

z な依頼内ઍ:
・ਬ௭しのൺ付けの間サポー崰
・ௌ間の預かり（宅でのல事）など

ূ立ਆ市

ൂ頼会員にな峍たਃ

ファミサポのણについて

ファミサポのણをৢ峂て੭たこと・今後のਹ৷

ファミサポについて望峪こと

■具体的な利用内ઍ
子どもの預かりをお願いしている。提供会員の方は、子どもの遊びもよく知っていて、集中して子どもと一คに遊んでくれる。
峇の援助会員さんにかかると、ମのりにあるす峣てのものが楽しいおも峋峭に変ମするなど、としてもਘになっている。

■援助を受ける中でのഀ的な活動
預かりの場所は依頼会員の自宅がであるが、子どもの成শにൣい、ਈは子てひろばに行ったりすることもでてきた。
家にはないおも峋峭があったりするので、楽しくૌごしている子。

■子てをしていく中で、༧ஆになりが峋な૾யを提供会員にମにフ崑ローしていただいている。提供会員の方がᎺ
（おྲྀさん）と感じるくらいଐくしてもらっているし、子どもとの遊びについても౦رな୳・遊び方をৄることができるのはあ
りがたい。

■පのપとしてはなす岸るのではと思っている。もうし多く௸えたらよいかなと思う。峇の৶は、峇の方がもうしਞ
ැねなくお願いできるため（���だと安くてお願いするのが申しないਞ峋があるため）。ただ、ୠの助け合いの
活動、（થ）嵄嵑ン崮崋アなので、おসが৯的ではないというところもあるのかとも思う。

これだけお਼話になっているので、いずれは提供会員となり、ལନしをさ峅ていただきたいと感じている。が、もうし子ども
が大きくなるまでは、ல事をフ嵓でしたいと思っている。時がきたら、峆ひལନししたい。

センター崯ータ

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ がいをつ子どもの預かり・送迎など
�ਜ਼ 学校のଣ課の学習྆や習い事等までの送迎
�ਜ਼ 保施設までの送迎

出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）

ਚ
ঽ৬যઠ岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ ��3��人 う峋提供会員ਯ岜 ���人
ણ੯ਯ

ূ立ਆ市
1������人
平成1�年২
直営:立ਆ市子ども家庭岜子ども家庭支援センター

��3��੯
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◆ 提供会員

提供会員ણをৢ峂てઓ岰こと

ファミサポ
会員

依頼会員の友人が、「提供会員になってくれたらいいな」とೄくされたことがきっかけで習会を受することになった。習
会の内ઍはྟ力的で楽しく、実に提供会員として活動されている方のお話をቯい活動も楽し峇うだと感じたが、事の対ૢ
など不安なਞ峋もあった。習会ఊവ、事ਜଂからとりあえず登録していただけるかと声掛けがあり、送迎ぐらいならと会員
登録を行った。โ日、電話で学ు（ు）の送迎に関するサポー崰の依頼があり活動を行うことになった。୲し峠りに小さ
な子どもと接するৗなਃ会となり、子どもがဝいてくれたこともᇃしく、このようなことで૽に立つことができるのならと思いಲਢ的
に活動することになった。

たかまつファミサポは、 「子ども・子て支援」、「学習体験」、「市ড়ઐ」のਃચをった子て支援とઇ支援のುਡとして
設઼されたৈૈ市こども来ைにある。ファミサポのଐさは、信頼関係で結ばれた会員同士が同じୠのકড়としてつながり、
子てを支えあうৼ互援助活動であるということをベースに、会員とのコミュニケーションを大જに信頼関係を築く力をしている。
峩んなで子どもの峋をৄஹり、成শをಜび合える会を৯す。

ୠのরで岝峩峽なで峓峬の峋をৄஹり岝岬たた岵なつな岶りをၯいでい岹

た岵まつファミリー・サポート・センター؝ڭڭ
（:132১人たかまつ੬共同崵崫崰）

z お: & さん
z 会員登録年ਯ（活動年ਯ）:ڱ年
z 活動੯ਯ: 年間 ৺3��੯ া ৺��੯

提供会員にな峍たਃ・ఃஈまでの৽༬

ファミサポのણについて

્౦岬るણ内容

ファミサポহの岬り্

■具体的な活動内ઍ
送迎のサポー崰からめ、ਢけるなかで預かりもしずつੜえていった。
現は依頼会員のご自宅で、依頼会員（ಟ）と一คに、達્ਙのある൨子のお子さんを、平日ફକ෫からညୱ
に送りলすまでのサポー崰や、ఽの႞しい時間ఝに依頼会員（ಟ）が家事をしている間、お子さんを峩るという活動が多く
なっている。現�の依頼会員のサポー崰を行っているが、ౝ1、াڭ、ౝ3、平日ફなどサポー崰のᄄ২は౮なる。
■ഀにଋった活動
႔中にのお子さんのサポー崰を行っていた、লਓ助ਓへお子さんを৴れておቯいしたところ、ਓまれたてのৗেుを
್か峅てもらい家ఔのように一คにಜび合えたという体験は重で、とてもᇃしかった。バ嵔崐の会にഃୄされたり、思いが
けない峟れあいはഀにଋっている。されていくഀ的なল来事はฤになっている。
■活動を通じて੭たこと
うことをୂいてくれないお子さんに対してሹめるように心がけたところ、関係が築けてಞ直に対ૢしてくれるようになったという৽
験がある。活動を通じて楽しさだけではなく学びもある。
■০、どのように活動していきたいか
手遊びなど、子どもとの遊び方をੜやしたり、ス崕嵓ア崫崿をしてಲਢ的に活動を行っていきたい。

■送迎サポー崰から預かりサポー崰への移行について
事ਜଂからの依頼によってဉرに移行した。送迎サポー崰にຯれてきたႃに1日だけの預かりサポー崰の依頼があり、ဉرに依
頼の்が広がりス崮崫崿ア崫崿した૾யである。

なる送迎や預かりだけでなく、子どもの成শの手助けを行えるようにしたいという୳いがあるため、登録時の習会は大જでٴ
あると思う。心ଡえが必要な活動であるため、ସのଐい提供会員がੜえて峥しい。

提供会員の活動は一人で行うため༧立感もある。事ਜଂとの関係ਙも大જだが、ささいなことをਔৄઐఌし合える提供会ٴ
員同士の૯のつながりも大જだと感じる。あらたまったਔৄઐఌの場というよりも、୦か一คに業を行いながらහや自ேな
会話ができる場がੜえていくこともଐいのではないか。

岧会員ੲਾ岨 z なサポー崰内ઍ
・現関峹っているのはڱ（����年1�া時ਡ）
・習い事の送迎、平日ફやఽの依頼会員宅でのサポー崰、
提供会員宅での預かりなど。
・達્ਙのあるお子さんやಖઋ的にしんどいおಟさんのサポー崰も。
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◆ ൂ頼会員

ൂ頼会員ણをৢ峂てઓ岰こと

岧会員ੲਾ岨

ファミサポ
会員

大学ઇ員としてのඐਜがৈૈ市内にあるが、実家はృପであり、夫はで家業をಲいでおり೫ฬである。子どもが1
ୃの時ਡで場୮షすることになった。家ఔによるເ常的なサポー崰がୄできないなか、ベ崻ーシ崫ターや୰ు保等の
২を調峣るにファミサポを知り、ዙにもすがる思いで登録を行った。会員登録の時ਡではき峋んと利用૭ચであるのか、どのよ
うな提供会員をງஂされるのか知ਯであったが、頼ら峀るを੭ないという૾யから登録を行った。

z な依頼内ઍ:
学ญ保への迎え、ল時の預かりなど、
的な依頼も多く日常的に利用。

z お: '�さん
z 会員登録年ਯ: �年
z 依頼੯ਯ: 年間��੯ া間�੯

ಘਆৈૈ市

ൂ頼会員にな峍たਃ

ファミサポのણについて

ファミサポのણをৢ峂て੭たこと

ファミサポについて望峪こと

■具体的な利用内ઍ
提供会員�と嵆崫チン崘を行っているが、う峋1の提供会員に�年間ಲਢ的に活動いただいている。
会৮の⁒భশや的な会৮のの学ญ保への迎え、ল時の預かりなど、的な依頼も多く日常的に利用。コロ
ナምにおいて学閉鎖等で保所や小学校に登校できないにも利用。
■援助を受ける中でのഀ的な活動
子どもにとって提供会員はຳಟの৻峹りのようなோになっており、子どもは「سسさんは家ఔだよね」とのをする。また、提供
会員と会えることを楽し峩にしている。提供会員のが年ଓ員をされていたこともあり、ቔっていただきながらもしっかりఎା
を成していただいており子どもの人ત成に影響をଖえていると感じる。

依頼会員にとっても、子どもの峋を一คにৄஹっていただけているという安心感がある。子どもの્ਙに関する話を共થしたり、
ல事のਞになることについてアドバイスをいただいたり、嵗ン崒嵂ుの୭のなかでಖઋ的な支えになっている。
્౦岬るણ内容
ベ崻ーシ崫ターとファミサポのୀいについてٷ
現૾として、ファミサポで対ૢいただけているためベ崻ーシ崫ターは峥とんど利用していない。ベ崻ーシ崫ターはファミサポとは౮なり確
実に対ૢしてもらえるという確৺があるが、ၴが来られるか分からないベ崻ーシ崫ターよりも、子どもが安心してૌごすことのできる
提供会員の峥うがଐいという૾யになっている。
事ઊ峋合峹峅についてٷ
学ుである1ୃの子どもについての依頼であったため、不安感もありಸ૾ଙであった。預かり中の子どもの子が分からず、
子をୂくこともઑっているというഀをଖえるのではないかとਞがかりであった。自分自ମは利用峅峀るを੭ないという૾யのな
かで、提供会員との信頼ଡ築をることができたが、提供会員の人柄が分かり安心感が࿈েえるに、利用をඓえる人もいる
のではないかと思う。
提供会員との関係ଡ築についてٷ
੦本的に感පのਞ峋をພれず、できるだけୁ৲しておえすることは心がけている。あくまでも提供会員のে活のなかの
ஜの時間で支援いただいているため、ਊたりというਞ峋にはならないようにਞを付けている。また、あくまでも૭ચな೧で支
援いただくことをਔしている。

ຠをൣう援助が利用しやすくなればଐいと感じる。ຠをൣうল業ਜに関して、保所のにはૻຎ的೬ま峅やすかった
が、小学校にোると೬ま峅峏らくఝ同によるল業ਜの難さを感じている。
利用申டや活動報告がメー嵓や紙ᄘ体でのやり取りとなっていること、報ີのಖについて、াଜに対面でのやり取りとなって
いることについて、依頼会員の利ਙという面からはアナロ崘ਙをਮして';を行っていただければと思う。

センター崯ータ

出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）

ਚ
ঽ৬যઠ岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ �����人 う峋提供会員ਯ岜 ���人
ણ੯ਯ

:132১人たかまつ੬共同崵崫崰

�����੯

平成1�年২

ಘਆৈૈ市
�������人

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 学校のଣ課の学習྆や習い事等までの送迎
�ਜ਼ ଣ課ుญ崗嵑ブીവの子どもの預かり・送迎
�ਜ਼ 保施設までの送迎

― 241 ―



◆ 提供会員

提供会員ણをৢ峂てઓ岰こと

ファミサポ
会員

ཀが依頼会員として登録していて利用もしていた。自分自ମが૬き時間があったので、「もしଐかったら、おಟさんも登録
だけして峩たらء」というཀからの声かけがきっかけ。

z お: (�さん
z 会員登録年ਯ（活動年ਯ）:ڴ年
z 活動੯ਯ:年間 1��੯

ファミリー・サポート・センター্ූ؝ڮڭ

z なサポー崰内ઍ
• 預かりの峩、送迎の峩、送迎ٔ預かりなど
• がいのある方、ಖઋ的にしんどい方のサポー崰も

提供会員にな峍たਃ

ファミサポのણについて
保ୱの送迎が活動としては多い。峇の中で、保ୱによって送り迎えのの嵓ー嵓がୀったり、ୱのেのファミサ
ポ事業への৶解২も峇れ峈れであるので、ਈੂは戸ೆうこともある。しかし、ୱのেがファミサポ事業自体を知らない
ということはないので問題はない。ୱのেともா的にコミュニケーションをとることで౿をಁえてくれている

ファミサポのણをৢ峂て੭たこと
■子ての০とནを楽し峪
時৻のれがあって子てがすごく変峹ってきているので、০の子てを知ることができることはとてもଐいことだと感じて
いる。எが子どもをてたときと、ཚも所にકんでいるのでেまれた時からずっと਼話をしていたが、峇のཀの時৻もୀ
うし、ཚの時৻もୀう。峇して০、またୀうという子ての内ઍ。০の子は「୫はこれぐらいからめるんや」とか、おも
峋峭も「০の子はこんなんで遊峠んや」とか、峇ういう時৻のれのようなものはすごく感じる。峇れがまたਘになって、
୫などもどんどん利なものがলてきて、ଽい話を嵆嵆さんた峋に「எが子てしてたときは、こんなんやってんよ」などと
ったりもする。
■提供会員として活動するのコミュニケーションの重要ਙ
お子さんをお預かりするときも、ੂめはおಟさんがলて行かれたときにお子さんが༤いていたら、おಟさんはബ対心配なのٸ
で、「ごਃになって遊んでいます」とすぐメー嵓をোれたり、お迎えの時間が峏いているときにおしていたら、「まだ、お
しているがどうするかء」と、かく৴൪はしてコミュニケーションを取っている。
とかく確ੳしたり、送迎時の૾யを「ءこういう時はどうしたらଐいですか」、保ୱの送迎のも、おಟさんに対してٸ
丁寧におえするように心掛けている。えば、ୱの掲示ഝに書かれている内ઍをメٮしたり、お子さんのା౹えやお峪
つのਯを確ੳしたりしておえしている。峇うすることで、おಟさんも安心して利用することがল来ていると感じている。
（メを送ったは崯ータはచしているٮ）

ファミサポについて峂ること
எも峇うだったが子てというのは、1人でできないと思う。くにがいたり、ၴか助けてくれる方がいれば頼めるけれども、
峇れができなくて1人でやっていて、すごくっている方がいるのであれば、しでも手助けできるのだったらという、ੂめ峇んな
いいતのਞ峋だった。でも、実はやって峩たら、小さな子に接するというのがすごく楽しいのである。子どもさんは成শが
とてもଫいので、もう本ਊにびっくりするぐらい「峹あ、こんなことできるようになった」とか、「あ、おし峭峣りできるようになった」と
か。もうশくお付き合いすればする峥ど、峇ういうものがすごく分かってくるので、サポー崰をお願いしていいかというメー嵓が来
たら、すごくうれしく感じている。

ファミサポ事業自体がまだまだୠに知られていないと感じる。子て਼৻は、子て支援のၻ子をຘいたり、ઠコミ
があったりしてファミサポ事業を知るਃ会があるが、ಗに年ೡಽがの方がこのセンターを知るきっかけがない。広報をৄ
ても、関係がない内ઍはಞ通りして௪をつこともなかった。

提供会員をੜ峮峃ために重要なこと

岧会員ੲਾ岨
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◆ ൂ頼会員

ൂ頼会員ણをৢ峂てઓ岰こと

岧会員ੲਾ岨

ファミサポ
会員

�番৯の子どもがেれた時に遊峠場所をめてූ方市内の広場に遊びに行っていた。峇こでファミサポの登録会があり、
広場の方から案内していただいた。

z お子さんの年ೡ:11、ୃگ、ୃڱ崓া
z 依頼内ઍ:

・ਓਓのの子どもさんた峋の保ୱの
送迎や、下の子どもさんの預かり。

ファミリー・サポート・センター্ූ؝ڮڭ

ٴ お: ) さん
ٴ 会員登録年ਯ: 年ڮ
ٴ 依頼੯ਯ: ��੯（����年২）

��੯（���1年২）

ൂ頼会員にな峍たਃ

ファミサポのણについて
■具体的な利用内ઍ
会員登録から実に利用したのは�年くらいであった。3番৯の子どもがেれるタイミン崘で౦رと手がらなくなり、
の子の保ୱの送迎と預かりをお願いした。利用さ峅ていただくは、利用するのにいろいろ決まり事やがあるイメー
ジがあったが、実お願いすると結ଡ通も利いて、利用していて峇んなにがあるとは感じていない。

■実に援助を受ける中でഀ的な活動
子どもڮ人は人ৄ知りも峇んなになく、結ଡにお願いして、எもোしていなくなった૾ଙだったが、০でも「سسさん、
。さん」とって、お迎えをお願いするとಜんで、すごくဝいているٳٳ

本ਊにすごく通も利いてもらい、子てのৼもいろいろଭっていただいているので、サポーターさんというより、く
にいるᎺのような感じで心の支えになっている分が多い。も峋ろん、お預かりなどのサポー崰も助かっているが、すごく心
の支えになっている。

子どもた峋がశ常に提供会員にဝいているので、ਬきਢきサポー崰をお願いしたいとઅえている。

ファミサポのણをৢ峂て੭たこと・今後のਹ৷

ൂ頼会員の୳
よく預かっていただいている一番下の子は、実家の両だとすごく人ৄ知りするのが、(さんのことをおばあ峋峭んだと思って
いるのではないかというぐらい、よくဝいている。ு年、この子がেまれるはஎがの子どもた峋に会えない૾யだったので、
/,1(をઞってよく子どもの૾யをઇえてくださった。「保ୱでこんなのっていたよ」とか、保ୱの৴൪事ඨについても
夫がお迎えに行くより全ேよくઇえてくださるし、子どもの子もまめにઇえてくださったので、峇れだけが結ଡੲ報౺で、す
ごく安心することができた。
また、コロナの೬ୱ等で子どもた峋がずっと家にいる૾ଙで結ଡしんどかったが、/,1(で「大変でし峱う」とよくਞാってくだ
さったりして、୦かあったら頼ろうと思えたので、いつもとても助かっている。

ファミサポについて望峪こと
ੂ利用の崷ード嵓については、確かに頼ら峀るを੭なくなったところまでは、えばஎが体調をടしてしんどいというと
きでも、利用しようと思ったことが峇れまではなかった。た峠ん、ਈੂの一నは峋峱っと面くさいというのもあったりで、時間
がかかってしまったというのがあると思う。峇れまでは୦とかなってきたので、峇ういうਔでは利用の崷ード嵓はあったかもし
れない。
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◆ ্会員

্会員ણをৢ峂てઓ岰こと

ファミサポ
会員

岧会員ੲਾ岨

■家ఔのૡඐをに、子ての大変さをମにഉ峩て感じたことがきっかけ
学ে時৻に子て支援に関するਘをしていたことがあり、提供会員になったのがまりである。峇のに自ମのলਓを
に依頼会員になった。自分自ମも家ఔのૡඐで、で周りに子てを助けてくれるମ内がいなく、「こんなにஎがし
んどいのだから、の峩んなもしんどいんや」とઅえて両方会員に登録した。

ファミリー・サポート・センター্ූ؝ڮڭ

z お子さんの年ೡ: ୃڱ、ୃڳ、ୃڭڭ

z ো会された��1�年২の（ڲাڳعা）
ു成ౠを受、両方会員に登録

z お:* さん
z ੯ਯ:1�੯
z 依頼会員としてサポー崰を受けている੯ਯ:ڮ੯
z 提供会員としてサポー崰をしている੯ਯ:1�੯

্会員にな峍たਃ

્౦岬るણ内容

ファミサポのણについてق提供会員としてك
■自宅での預かりのは、自分の子どものખૢが一番すごいと感じている。੦本的に子どもた峋がいない平日に預かるよ
うにしているが、自分の子どもが、預かっているお子さんに会いたくてどうにかଫくషって来ようとしたり、もう৺がなくなって
がっかりするぐらい本ਊに「いいな、いいな」という感じで一คにਸしてくれている。

■預けるડのおಟさんのਞ峋もすごく分かるので、/,1(とか子どもの子をメしたり動をったりして、「送ったら、
すぐにஎのఝからはすからね」とって送っている。峇うするとઃに預けてくださったときに、やっ峛り必ず༤くけれど「どう峅
০だけやろ」といながらおಟさんも預けてくれるから、ਢけるようにしている。

ファミサポのણについてൂق頼会員としてك
■やはり預ける方はものすごく崷ード嵓がৈかった。人に自分の子どもを預けるというのは、୦かྤ৯なような感じということ
と、།࿅ਙなのか「峇れにおসを௸うのか」ということで、ਈੂの崷ード嵓はৈかったと思う。

■子どもの小学校の౸業௴があり、下の子を小学校に৴れて行くと峰っくりできないので、峇の౸業௴中に預かっても
らった。なお、預かってもらおうと思ったのは、ූ方市の૮મ崗ーポンがあったからである。なかったら一คに৴れて行き౸業
௴を受けたので依頼していなかったかもしれないが、「૮મ崗ーポンをઞって峩よう」という感じで依頼をした。

ファミサポのણについてق্会員としてك
■両方会員の活動を通して、めて子ての大変さを実感することがল来たと感じている。また、峇の大変な子ての中
で、声にলして助けをめられない保護者の方もいらっし峭ることを知ることができた。

■もっと両方会員がスタンダードなになればଐいと感じる。依頼会員は自分自ମがっているから会員登録する峹けで
あるが、ল来る೧で提供会員も৽験することで੭られることはశ常に多いと感じている。

■ファミサポ利用時の૮મ崗ーポンのથ用ਙ
ファミサポ利用時の૮મ崗ーポンは、依頼会員にとってありがたいと思う。௧業എでおসを༎いでいないので、子てする
ことがல事ぐらいの感じが自分の中ではあって、峇のためにおসをઞって୦かするというのがやはりಿがあった。峇れで自分
がしんどくなった৽験もある。

ファミサポについて望峪こと
やはり૯のつながりでୠごとの支援というか、き൵めていえばৼ互ჰ助峩たいな、峩んな知り合いというୠが৶୳だ
と感じている。依頼会員も提供会員も峩んな知り合いで、本ਊに崷ード嵓のい支援ができたらいいなというਔでは、
自分の子どももઐえた通の利く支援体が整ってくれたらなと感じている。
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ファミサポ
会員 アドバイザー岵峳ৄるセンターと会員との関係ਙ

■提供会員との関係ଡ築

・提供会員とのコミュニケーションを大જにしており、報告書の提ল時に活動のお話をถしくおቯいしたり、਼間話をしながら提
供会員の人柄を知り嵆崫チン崘に活かしている。

・嵆崫チン崘に関してはງஂிભの重要ਙを自ಁしたコー崯崋崵ー崰を、アドバイザーの共通ੳとしている。

・活動૾யはアドバイザー全員でཔ・共થすることで、アドバイザー全員がバ崫崗ア崫崿している安心感をっていただけるよう
に心がけている。

・難しいサポー崰の場合、ੂにアドバイザーが同行する場合もある。

・ੂの活動には、提供会員と依頼会員の両方に電話をোれ、サポー崰内ઍにズ嵔がেじていないか確ੳする。峇こで୦ら
かの問題がেじている場合には調整を行う。調整等は中立的な立場で行うことを心がけている。また、提供会員に૮৶がেじ
ていないか丁寧に確ੳしている。

■依頼会員との関係ଡ築

・ファミサポが安心してৼできる場所であることを୦よりも大જにしている。事ਜ所内の࿇೧ਞやスタ崫フ同士のやりとり、人間
関係のあり方などに心配りをしている。ਈੂの面では、ᆾ的に共感的にしっかりお話をୂくൊലを大જにしている。ল登
録時にはളਯを対に説明等を行うため、ファミサポのະ຺やアドバイザーの୳いが峹り峏らいと感じることもある。峇のため、
事ਜ所での登録時には1時間ൠの時間をかけてファミサポのະ຺や支援内ઍなどについて説明しながら、お子さんの子もถ
しくୂか峅ていただいている。

■提供会員に対して

・嵆崫チン崘のときはアドバイザーも間にোって、安心してサポー崰できるようにいろいろなかいこともお話をቯってというでスター
崰をしている。

・提供会員の方が活動をしていく中で、「୦かあったときはすぐにৼに来てね」というで、ਞೄに声をかけていただけるような
࿇೧ਞ峏くりと関係をっている。

■依頼会員に対して

・ো会のときにかく説明をさ峅ていただきながら嵆崫チン崘につないでいるのと、౿合峹峅のときにも୦でもਞೄにこ峋らにもいろい
ろお話をしていただけるように、信頼関係を大જにしている。

・アドバイザーと依頼者ડが信頼関係をてるように、౿合峹峅の時間をે分に取って、安心して預けてもらえるを取っている。

◆ য়ਆファミリー・サポート・センター

◆ た岵まつファミリー・サポート・センター

◆ ූ্ファミリー・サポート・センター
■提供会員に対して

・提供会員とは報告書を受け取ったらメー嵓にておをえたり、しばらくサポー崰活動がない方へは登録会に保サポーターと
してਸしてもらうなど、モチベーションをしてもらえるようਞをつけている。保中の子をቯうことで峇の方のス崕嵓もཔ
することができる。またサポー崰活動でのりごとのৼがあったはスタ崫フで検討したり、必要にૢじて૽所の૿ਊ課へもৼ
するなどして、サポー崰活動を支えている。また確保のためにはお知り合いの方にファミサポの活動をງஂしてもらってു成
ౠを案内してもらっている。

■依頼会員に対して

・ো会手ਢきのにニーズをき峋んとཔ・整৶することによって、峇の方、あるいは峇の家庭に合ったサポー崰を提案するよう心
がけている。また個人宅へ預ける崷ード嵓がৈいと感じるおಟさんも多いので広場を利用した体験会を৫ಈしてਞೄにサポー崰
が利用できるよう工夫している。

・提供会員確保のためには依頼会員から提供・両方会員へシフ崰チ崏ンジしてもらえるよう子て中でも受しやすいౠを
৫ಈ。ു成ౠとは౮なる崿ロ崘嵑ムをし、1日1コ嵆ずつ年かけてఊവできるよう工夫している。
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